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                                                            主事 水上 由人   

梅一輪一輪ほどの暖かさ   嵐雪 

            

  

絵手紙愛好会 関口和代 

２月の歳時記…２日節分・３日立春・６日初午・11 日建国記念日 

14 日バレンタインデー・18 日雨水・23 日天皇誕生日 

                   

  

一輪の梅にみる暖かさとは、それに見入って

伝わる静かな体感でしょうか。 

服部嵐雪は江戸時代中期の俳諧師。 

武家奉公後、芭蕉への入門をしたという。 



初     詣  

新しい年がよい１年でありますように                                

早いもので新しい年も１か月を過ぎました。中井尻地区では１日（元旦）諏訪神社に        

て、新年を祝い参拝し地域の平穏、家内安全、無病息災などを祈願後、境内において        

互例会を行ないました。                         【中井尻地区 諏訪神社の様子】 

吉健児  １ 月７日 育成会児童により、地域内各家庭を廻り  

家内安全・無病息災・豊作を願って行う行事です。 

寒い中、ご苦労様でした。最近は児童生徒の数が少なく 

通域行事にも影響が出ていると聞いています。 

 そのような中でご苦労をされている皆様には感謝申  

し上げます。   



◎正月飾り教室フラワーアレンジメント全員大成功!!       

講師の岡部生花店さんが親切丁寧に教えます。今年も、華やかな正月を迎えられました。

✼✼✼✼✼✼✼✼✼✼✼✼✼✼✼✼✼✼

２月の公民館の予定です

空いているところは入れます。希望者は事前に館長または主事まで連絡を入れ，借用 

団体または個人名及び日時と会場名を申し出て下さい。（重複を避けるため）
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